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本
定
例
会
に
追
加
し
て
提
出
い
た
し
ま
し
た
案
件
に
つ
き
ま
し
て
、

そ
の
概
要
を
ご
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
、
市
民
生
活
と
地
域
経
済
に
大
き

な
影
響
を
及
ぼ
し
て
お
り
ま
す
。 

感
染
症
の
完
全
な
収
束
に
は
、
こ
れ
か
ら
、
長
い
時
間
を
要
す
る
こ

と
が
想
定
さ
れ
る
中
で
、
今
後
の
生
活
は
、
「
新
し
い
生
活
様
式
」
を

積
極
的
に
実
践
す
る
こ
と
に
よ
り
、
感
染
症
と
向
き
合
い
、
感
染
防
止

に
努
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
と
な
っ
て
ま
い
り
ま
す
。 

本
市
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
第
二
波
、
第
三
波
に
備
え
、
引
き
続
き
、

動
向
を
見
極
め
た
感
染
防
止
対
策
を
的
確
に
講
じ
て
ま
い
り
ま
す
。 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、
特
に
、
事

業
経
営
に
大
き
な
影
響
を
受
け
、
経
営
が
逼
迫
し
、
事
業
継
続
も
危
ぶ

ま
れ
る
中
小
企
業
や
小
規
模
事
業
者
、
経
済
面
と
精
神
面
の
負
担
が
大

き
い
子
育
て
世
帯
の
皆
さ
ま
に
、
先
ず
は
、
重
点
を
置
き
、
ス
ピ
ー
ド

感
を
持
っ
て
、
支
援
を
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。 

「
事
業
者
持
続
化
給
付
金
給
付
事
業
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、
二
十
六

日
時
点
に
お
き
ま
し
て
、
申
請
件
数
が
八
百
九
件
、
給
付
金
額
は
、
二

億
六
千
五
百
五
十
一
万
九
千
円
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

更
に
、
「
特
別
定
額
給
付
金
給
付
事
業
」
に
つ
き
ま
し
て
も
、
着
実
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か
つ
迅
速
な
給
付
に
努
め
、
給
付
率
は
、
全
世
帯
の
九
十
四
・
八
パ
ー

セ
ン
ト
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

市
民
生
活
を
し
っ
か
り
と
守
る
こ
と
が
、
地
方
自
治
体
の
使
命
だ
と

強
く
認
識
し
、
鋭
意
取
り
組
ん
で
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。 

今
月
十
九
日
に
は
、
県
境
を
越
え
る
移
動
自
粛
制
限
が
全
面
的
に
解

除
さ
れ
、
段
階
的
に
経
済
活
動
の
再
開
や
、
人
の
流
れ
が
活
発
化
す
る

こ
と
と
な
り
、
感
染
防
止
対
策
と
社
会
経
済
活
動
の
両
立
に
向
け
た
新

た
な
段
階
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

本
市
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
今
回
の
追
加
補
正
に
お
き
ま
し
て
、
財

政
調
整
基
金
及
び
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
地
方
創
生
臨

時
交
付
金
を
活
用
し
、
市
民
生
活
を
守
る
た
め
の
感
染
防
止
対
策
の
強

化
及
び
充
実
、
地
域
経
済
の
着
実
な
回
復
に
向
け
、
一
歩
ず
つ
前
へ
進

む
た
め
の
支
援
を
実
施
し
、
市
内
全
体
の
活
力
を
取
り
戻
す
た
め
の
施

策
を
強
力
に
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

 

こ
れ
よ
り
、
追
加
い
た
し
ま
す
市
独
自
の
『
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
支
援
』
に
つ
き
ま
し
て
、
ご
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。 

は
じ
め
に
、「
地
域
経
済
の
活
性
化
支
援
」
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
。 

全
国
的
に
自
粛
要
請
が
解
除
さ
れ
、
経
済
活
動
の
活
性
化
に
向
け
て

社
会
全
体
が
動
き
出
し
て
お
り
ま
す
。 
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本
市
に
お
き
ま
し
て
も
、
市
内
で
の
消
費
を
大
き
く
喚
起
し
、
地
域

経
済
を
回
復
に
向
け
て
力
強
く
後
押
し
す
る
た
め
、
市
民
一
人
あ
た
り

一
万
円
分
の
商
品
券
「
南
ア
ル
プ
ス
元
気
券
」
を
全
市
民
の
皆
さ
ま
に

配
布
し
、
市
内
に
お
け
る
飲
食
や
買
い
物
な
ど
に
、
積
極
的
に
ご
利
用

い
た
だ
く
こ
と
で
、
南
ア
ル
プ
ス
市
に
元
気
と
活
力
を
取
り
戻
せ
る
よ

う
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

次
に
、
宿
泊
事
業
者
及
び
旅
客
運
送
事
業
者
に
対
す
る
支
援
と
い
た

し
ま
し
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、
特
に
、

観
光
事
業
に
お
い
て
、
甚
大
な
影
響
を
受
け
て
お
り
ま
す
旅
館
、
ホ
テ

ル
等
の
宿
泊
事
業
者
、
及
び
貸
切
バ
ス
、
タ
ク
シ
ー
等
の
旅
客
運
送
事

業
者
の
皆
さ
ま
に
対
し
ま
し
て
、
支
援
金
を
給
付
す
る
こ
と
に
よ
り
、

事
業
の
継
続
と
感
染
防
止
対
策
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

次
に
、
予
測
さ
れ
る
第
二
波
、
第
三
波
に
対
す
る
感
染
防
止
対
策
の

強
化
と
し
ま
し
て
、
飛
沫
防
止
マ
ス
ク
、
消
毒
液
等
の
必
要
物
資
の
確

保
に
努
め
る
ほ
か
、
災
害
発
生
時
に
避
難
所
で
活
用
す
る
段
ボ
ー
ル
ベ

ッ
ド
等
の
配
備
を
迅
速
に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。 

次
に
、
民
間
保
育
所
及
び
認
可
外
保
育
所
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
、

介
護
事
業
所
等
に
お
け
る
感
染
防
止
対
策
の
充
実
、
強
化
に
向
け
、
必

要
な
物
品
の
配
備
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

ま
た
、
感
染
防
止
対
策
に
よ
り
、
自
宅
で
過
ご
す
時
間
が
増
え
て
お
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り
ま
す
七
十
五
歳
以
上
の
高
齢
者
の
皆
さ
ま
に
「
飲
み
物
引
換
券
」
を

配
布
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
感
染
症
対
策
に
加
え
、
熱
中
症
へ
の
対
策
と

予
防
の
注
意
喚
起
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。 

次
に
、
小
中
学
校
に
お
け
る
教
育
環
境
、
指
導
体
制
の
充
実
に
つ
い

て
で
あ
り
ま
す
。 

文
部
科
学
省
よ
り
示
さ
れ
た
「
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
の
加
速
に

よ
る
学
び
の
保
障
」
に
基
づ
き
、
計
画
を
前
倒
し
、
本
年
度
中
に
児
童

生
徒
全
員
に
端
末
が
配
備
で
き
る
よ
う
校
内
環
境
整
備
と
合
わ
せ
て

早
急
に
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

ま
た
、
学
習
指
導
員
を
追
加
配
置
し
、
学
び
の
保
障
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
教
育
体
制
の
強
化
を
鋭
意
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。 

長
期
化
が
予
想
さ
れ
ま
す
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
対
し

ま
し
て
は
、
今
後
、
新
し
い
生
活
様
式
の
実
践
、
定
着
を
堅
実
に
進
め

る
中
で
、
感
染
防
止
対
策
と
社
会
経
済
活
動
の
回
復
の
両
立
を
図
っ
て

い
く
こ
と
が
最
も
重
要
と
な
っ
て
ま
い
り
ま
す
。 

市
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
市
民
生
活
へ
の
影
響
を
最
小
限
に
抑
え
、

地
域
経
済
を
活
性
化
さ
せ
る
た
め
の
施
策
に
、
積
極
的
に
取
り
組
む
所

存
で
あ
り
ま
す
の
で
、
議
員
各
位
並
び
に
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 
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続
き
ま
し
て
、
本
定
例
会
に
追
加
し
て
提
出
い
た
し
ま
し
た
案
件
に

つ
き
ま
し
て
、
ご
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。 

提
出
い
た
し
ま
し
た
案
件
は
、
予
算
案
一
件
で
あ
り
ま
す
。 

 

議
案
第
六
十
三
号
、
「
令
和
二
年
度
南
ア
ル
プ
ス
市
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
四
号
）」
に
つ
い
て
ご
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。 

補
正
額
を
十
七
億
六
百
六
十
三
万
二
千
円
と
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の

総
額
を
三
百
九
十
五
億
三
千
九
百
九
万
六
千
円
と
い
た
す
も
の
で
あ

り
ま
す
。 

今
回
の
追
加
補
正
予
算
案
に
つ
き
ま
し
て
は
、
市
民
生
活
を
守
り
、

地
域
経
済
を
活
性
化
さ
せ
る
た
め
の
支
援
強
化
策
を
柱
と
し
、
国
の
二

次
補
正
事
業
へ
の
迅
速
な
対
応
を
講
じ
る
た
め
の
予
算
の
編
成
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。 

歳
出
の
主
な
も
の
に
つ
き
ま
し
て
、
ご
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。 

先
ず
、
市
内
の
消
費
を
大
き
く
喚
起
し
、
地
域
経
済
の
回
復
に
繋
げ

る
た
め
、
一
人
当
た
り
一
万
円
分
の
市
内
限
定
の
商
品
券
『
南
ア
ル
プ

ス
元
気
券
』
を
全
市
民
の
皆
さ
ま
に
配
布
す
る
「
地
域
経
済
消
費
喚
起

事
業
」
に
、
七
億
七
千
二
百
六
十
二
万
五
千
円
を
計
上
い
た
し
て
お
り

ま
す
。 

次
に
、
国
の
持
続
化
給
付
金
支
給
決
定
者
に
対
し
、
給
付
金
額
の
三



  6 
 

十
パ
ー
セ
ン
ト
を
上
乗
せ
し
て
給
付
す
る
「
事
業
者
持
続
化
給
付
金
給

付
事
業
」
に
つ
き
ま
し
て
、
既
に
、
多
く
の
事
業
者
か
ら
申
請
を
い
た

だ
い
て
お
り
、
予
算
の
不
足
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
現
予
算
に
追

加
し
て
二
億
円
を
計
上
い
た
し
て
お
り
ま
す
。 

次
に
、
特
に
、
観
光
事
業
に
お
い
て
、
甚
大
な
影
響
を
受
け
て
お
り

ま
す
旅
館
・
ホ
テ
ル
等
の
宿
泊
事
業
者
や
貸
切
バ
ス
、
タ
ク
シ
ー
等
の

旅
客
運
送
事
業
者
に
対
し
ま
し
て
、
支
援
金
を
給
付
す
る
こ
と
に
よ
り
、

事
業
の
継
続
と
感
染
防
止
対
策
を
強
力
に
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
「
宿

泊
・
旅
客
運
送
事
業
者
支
援
金
給
付
事
業
」
に
、
一
千
五
百
六
十
四
万

円
を
計
上
い
た
し
て
お
り
ま
す
。 

次
に
、
新
し
い
生
活
様
式
へ
の
移
行
が
求
め
ら
れ
る
中
、
例
年
よ
り
、

一
層
、
熱
中
症
へ
の
注
意
が
必
要
と
な
る
こ
と
か
ら
、
高
齢
者
に
対
し
、

『
飲
み
物
引
換
券
』
を
配
布
す
る
「
高
齢
者
熱
中
症
予
防
対
策
事
業
」

に
、
二
千
四
百
六
十
一
万
九
千
円
を
計
上
い
た
し
て
お
り
ま
す
。 

次
に
、
災
害
時
等
に
お
け
る
避
難
所
の
感
染
症
対
策
と
し
て
、
備
蓄

用
の
段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
や
飛
沫
防
止
マ
ス
ク
、
消
毒
液
等
の
感
染
防
止

対
策
用
品
を
購
入
す
る
「
防
災
備
蓄
倉
庫
整
備
事
業
」
に
、
一
千
百
二

十
六
万
四
千
円
を
計
上
い
た
し
て
お
り
ま
す
。 

そ
の
他
、
市
内
介
護
事
業
所
等
へ
配
布
す
る
フ
ェ
イ
ス
シ
ー
ル
ド
や
、

自
治
会
へ
配
布
す
る
感
染
防
止
対
策
用
品
の
購
入
経
費
、
給
食
セ
ン
タ
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ー
や
図
書
館
が
実
施
す
る
感
染
防
止
対
策
経
費
な
ど
、
合
わ
せ
て
三
千

二
百
六
十
八
万
八
千
円
を
計
上
い
た
し
て
お
り
ま
す
。 

次
に
、
学
校
の
臨
時
休
業
等
に
お
け
る
学
び
の
保
障
の
た
め
、
令
和

五
年
度
ま
で
に
整
備
す
る
計
画
で
あ
り
ま
し
た
小
中
学
校
の
全
児
童
、

生
徒
に
対
す
る
一
人
一
台
端
末
を
本
年
度
中
に
整
備
し
、
併
せ
て
、
通

信
環
境
が
な
い
ご
家
庭
に
対
す
る
貸
出
用
モ
バ
イ
ル
ル
ー
タ
ー
を
購

入
す
る
「
第
三
次
小
中
学
校
教
育
系
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備
事
業
」
に
、

四
億
九
千
四
十
六
万
七
千
円
を
計
上
い
た
し
て
お
り
ま
す
。 

ま
た
、
教
育
の
体
制
強
化
と
し
て
、
学
習
指
導
員
を
配
置
す
る
「
教

育
支
援
体
制
整
備
事
業
」
に
二
千
五
百
三
万
五
千
円
を
、
小
中
学
校
に

お
け
る
感
染
防
止
対
策
用
品
を
購
入
す
る
「
小
中
学
校
学
び
の
保
障
支

援
事
業
」
に
二
千
三
百
万
円
を
計
上
い
た
し
て
お
り
ま
す
。 

次
に
、
国
の
ひ
と
り
親
世
帯
へ
の
支
援
と
し
て
、
児
童
扶
養
手
当
受

給
世
帯
等
に
対
し
五
万
円
を
、
第
二
子
以
降
に
は
一
人
三
万
円
を
加
算

し
給
付
を
行
う
「
ひ
と
り
親
世
帯
へ
の
臨
時
特
別
給
付
金
支
給
事
業
」

に
、
八
千
四
百
三
十
三
万
六
千
円
を
計
上
い
た
し
て
お
り
ま
す
。 

ま
た
、
民
間
保
育
所
等
に
対
し
ま
し
て
、
感
染
防
止
対
策
を
実
施
す

る
た
め
の
補
助
金
と
し
て
九
百
五
十
万
円
を
、
公
立
保
育
所
や
放
課
後

児
童
ク
ラ
ブ
等
の
感
染
防
止
対
策
用
品
の
購
入
経
費
と
し
ま
し
て
、 

一
千
二
百
九
十
一
万
円
を
計
上
い
た
し
て
お
り
ま
す
。 
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歳
出
予
算
の
財
源
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
国
・
県
支
出
金
、
繰
入
金

を
見
込
ん
で
お
り
ま
す
。 

 

以
上
、
追
加
し
て
提
出
い
た
し
ま
し
た
案
件
に
つ
き
ま
し
て
、
説
明

を
終
わ
り
ま
す
。 

何
卒
、
よ
ろ
し
く
ご
審
議
の
上
、
ご
議
決
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。 

  

令
和
二
年
六
月
二
十
九
日 

 
 
 
 

 
 

 
 

南
ア
ル
プ
ス
市
長 
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元 


